








































































































































































































































































































































































































































































獅子頭＊ 遊泳・静止時に魚体が等しく安定して いない 眼と口が肉瘤の中にはっきりと入って
特 いる 遊泳時安定している いない
























































































































































日本金魚 1品種に完結した抽象化された理想形 基準への嵌合 定形への深化
中国金魚 多品種を包括した実体に即した等級分類 基準外の創出 多様性への拡大
その観賞の志向は，多様性への拡大である。
　筆者は，別の論文で，金魚の品種分類と生産者の飼育技術をとおして，日本では，定形化された
品種の中への深化を志向する技術であり，中国では，変形化させてヴァラエティーが増やされた品
種への拡大を志向する技術であることを指摘した［野地2002］。飼育技術からとらえられた日本と
中国における志向の対比は，選評基準からみた金魚の観賞でも検証することができた。金魚観賞に
おいて，日本は定形への深化であり，中国は多様性への拡大である。
　中国金魚では，全品種にわたる選評基準というだけでなく，既存の品種の枠さえも越えて，新品
種の作出が評価された。そこには，既存の金魚を変形させ，改造しようとする意欲がとらえられる、，
日本金魚では，1品種を越えて作出された新品種を評価することは見られない。日本と中国におけ
る自然の改造に対する異なる志向性は金魚飼育だけではなく，家畜飼育や花卉・草木や盆景・盆栽
の栽培などでも指摘することができる。
　金魚の観賞には伝承文化を背景としたルールがある。それが本稿でとらえた選評基準である。金
魚飼育とは選評基準に合致した金魚を作り出す技術のことであり，選評基準とは金魚の飼育技術と
密接に関係している知識体系のことである。金魚の飼育をはじめ，花卉・草木や盆景・盆栽の栽培
などは〈改造された自然〉を対象とする技術であるとともに，〈改造された自然〉の観賞でもある。
鈴木克美［1989］は錦鯉や金魚の観賞を「魚観賞の文化」ととらえたが，観賞の対象となる自然は
魚類だけにとどまらず，錦鯉や金魚は動植物観賞の文化として位置づけられる。〈改造された自然〉
を観賞する文化において，日本は定形へ深化し，中国は変形に拡大すると予想される。〈改造され
た自然〉を対象とする技術における志向の差は中国と日本における自然観の差を表しており，日本
の自然観は定形への内包化であり，中国の自然観は変形への外延化であると指摘した［野地2002］。
この自然観の対比は〈改造された自然〉の観賞における志向の差からも導かれるものである。
?
（1）　　キンギョは，硬骨魚綱コイ目コイ科フナ属のア
ジアブナ（Carassius　auratus　auratus）から人工的に作
出された魚である［牧野・松井1970，鈴木1997］。突
然変異や交雑により，さまざまなキンギョの品種が出現
した。本稿では，キンギョやその品種の表記に当たって，
日本と中国との比較を意図していることにより，また，
中国では品種の表記自体がその性質を表していることに
より漢字表記とする。日本の品種の漢字表記は松井
［1962］と鈴木［1997］によった。
（2）　これらの中には，すでに絶滅したものがある。
1958年以降，中国から新たに輸入されたものもある。
金魚産地の愛知県弥富町の弥富金魚漁業協同組合作成の
2000年度版パンフレットには，新品種などが加えら
れ，34品種があげられている。
（3）　江戸時代中期以降，地金のほかに，土佐金・津
軽錦・日本花房・和唐内・ナンキン（漢字表記されてい
ない）・大阪蘭鋳という品種が作出され，現代に継承さ
れている。琉金や和蘭獅子頭は江戸時代末に輸入され，
出目金は明治時代以降に輸入された［松井1935：319－
320，1972：22－28，鈴木1997：95－115］。
（4）　表3は日本金魚の選評基準を参考にしていると
も考えられる。
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（5）　品種の例は，王（1994：18－29）による。
（6）　　日本金魚の場合，たとえば，蘭鋳・東錦・秋
錦・和蘭獅子頭は頭部に肉瘤をもった獅子頭の系統とし
てまとめることができる。しかし，それらの品種を包括
して獅子頭の形で評価することはない。
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Gold血sh　Appreciation　and　Breeding　Standards　in　Japan　and　China
NOJI　Tsuneari
This　paper　presents　a　fblklore　study　that　compares　cultures　in　terms　of　how　they　appreciate
plants　and　animals，　using　the　breeding　standards　fbr　goldfish　appreciation　as　my　su切ect．　By
the　term“breeding　standards”，　they　refbr　to　the　standards　fbr　judging　goldfish　used　in　the
field　of　goldfish　appreciation．　In　this　paper，　I　present　three　varieties　of　goldfish，　Ranchu，　To－
sakil1，　and　Jildn，　as　examples　of　Japanese　goldfish　today，　aIld　I　identi6　trends　in　breeding
standards　as　well　as　in　goldfish　appreciation．　Second，　by　using　the“Kingyo　Sodate－Kusa”，　a
manual　fbr　breeding　goldfish　written　in　the　mid－eighteenth　century，　I　examine　the　breeding
s七andards　fbr　goldfish　in　the　Edo　period，　and　third，　I　compare　my　findings　with　the　breeding
standards　fbr　goldfish　used　in　China．
　　　The　results　show　that　Japanese　breeding　s七andards　fbr　goldfish　are　presented　as　idealized
fbrms　fbr　each　variety，　and　thus　goldfish　breeding　is　fbcused　on　strict　confbmity　to　these
ideal　standards．　Accordingly，　the　trends　in　goldfish　appreciation　are　also　toward　a　deeper
pursuit　of　each　of　the　speci丘ed　ideal　fbrms．　While　very　similar　tendencies　were　fb皿d　in　the
“Kingyo　Sodate－Kusa”，　there　was　a　tendency　to　go　beyond　the　confines　of　just　one　variety　and
appreciate　new　varieties，　which　is　diffbrent　fをom　the　trend　in　goldfish　appreciation　we　see　in
Japan　today．　In　China，　the　breeding　standards丘）r　gold丘sh　are　presented　as　classes　and　cate－
gories　that　inclusively　confbrm　to　many　actual　varieties，　and　the　Chinese　approach　to　goldfish
breedillg　promotes　varieties　other　than　those　confbrming　to　the　fixed　standards．　Therefbre　the
trend　in　goldfish　appreciation　can　be　seen　as　moving　toward　diversification．
　　　Folk　culture　underlies　these　goldfish　breeding　standards．　Breeding　goldfish　is　about　the
technology　used　to　create　goldfish　that　confbrm　to　the　breeding　standards，　and　the　standards
are　about　a　system　of㎞owledge　that　is　closely　related　to　this　gold丘sh　breeding　technology．
Not　only　goldfish　breeding，　but　all　types　of　cultivation－of　flowers，　plants，　and　trees　as　well
as　bonkei　and　bonsai－concem　the　technology　that　renders　the　su句ect　a　fb㎝of“enhanced
nature”and　leads　also　to　the　appreciation　of　this“enhanced　nature”．　This　can　be　considered
the　culture　of　plant　and　animal　appreciation．　I　anticipate　that　the　culture　of　appreciating
“enhanced　nature”will　move　toward　stdcter　standardization　in　Japan，　while　in　China　it　will
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move　toward　fhrther　diversification．　These　diflbrences　in　trends　in　the　appreciation　of“en－
hanced　nature”demonstrate　a　qualitative　dif丘rence　between　the　Chinese　and　the　Japanese
view　of　nature．
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